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■ 新技術の概要
マイクロ分析チップや細胞培養ディッシュ等を構成する透明基板（ガラス等）の
ゼータ電位分布を、レーザ光の全反射によって発生するエバネッセント波を用い
て計測を実現する。更に、基本技術の展開により、癌細胞検知や、野菜に含まれ
る農薬等の簡易測定が可能となる。

　
■ 従来技術・競合技術との比較
コロイド粒子等のゼータ電位を計測する装置は市販されているが、チップや
ディッシュに用いられているガラス等のゼータ電位に関しては皆無である。更に、
市販のTIRF顕微鏡と比べると、安価にエバネッセント波照射が可能であり、材
質や厚さを限定しない透明基板に適用可能である。

　
■ 新技術の特徴
•エバネッセント波を簡単に照射できる。
•溶液と基板が接する界面の性状のみを計測できる。
•蛍光や散乱光のみで性状を計測できる。

　
■ 想定される用途
•光のみで、腋の汗から乳癌を検知（医学分野）。
•光のみで、透明基板のゼータ電位分布を計測（材料分野）。
•光のみで、水洗いした野菜や果物が含む農薬などを検知（農業分野）。
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